
(57)【要約】

　

【課題】　ネットワークを介して接続された複数の音声

再生装置に同一時刻に音声データを出力させることが可

能なデータ送信装置を提供すること。

【解決手段】　音声データを出力する複数の音声再生装

置に音声データを送信するデータ処理装置３００に、各

音声再生装置への音声データの伝送時間としての遅延時

間を演算する遅延量判定部３３０と、音声データをネッ

トワークを介して各音声再生装置へ送信するにあたり、

各音声再生装置へ送信する音声データを前記遅延時間に

基づいて遅延させる制御をする遅延量制御部３６０と、

を備えた。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ー タ を 出 力 す る 複 数 の 出 力 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 デ ー タ を 送 信 す る デ ー タ
送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 出 力 装 置 に 対 す る 各 出 力 装 置 へ の 前 記 デ ー タ の 伝 送 時 間 を 演 算 す る 伝 送 時 間
演 算 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る に あ た り 、 前 記 各 出
力 装 置 へ 送 信 す る 前 記 デ ー タ を 前 記 伝 送 時 間 に 基 づ い て 遅 延 さ せ る 制 御 を す る 送 信 制 御 手
段 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ を 取 得 す る デ ー タ 取 得 手 段 を 具 備 し 、
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、 前 記 デ ー タ 取 得 手 段 に て 取 得 し た 前 記 デ ー タ を 前 記 伝 送 時 間 に 基
づ い て 遅 延 さ せ て 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 伝 送 時 間 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 具 備 し 、
　 前 記 伝 送 時 間 演 算 手 段 は 、 前 記 伝 送 時 間 を 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ 、
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、 前 記 デ ー タ を 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 伝 送 時 間 に 基 づ い て
遅 延 さ せ て 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 伝 送 時 間 演 算 手 段 は 、 前 記 伝 送 時 間 を 演 算 し た 時 刻 か ら 所 定 の 時 間 が 経 過 し た か 否
か を 判 断 し 、 前 記 所 定 の 時 間 が 経 過 し た と 判 断 し た 場 合 、 前 記 伝 送 時 間 を 再 演 算 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 伝 送 時 間 演 算 手 段 は 、 受 信 確 認 情 報 の 送 信 を 要 求 す る 旨 の 確 認 要 求 情 報 を 生 成 し て
、 こ の 生 成 し た 前 記 確 認 要 求 情 報 を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 に 送 信 す る
と と も に 、 前 記 各 出 力 装 置 か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 送 信 さ れ る 前 記 受 信 確 認 情 報 を
受 信 し 、 前 記 確 認 要 求 情 報 を 送 信 し た 時 刻 お よ び 前 記 受 信 確 認 情 報 を 受 信 し た 時 刻 の 差 分
に 基 づ い て 、 前 記 各 出 力 装 置 へ の 前 記 デ ー タ の 前 記 伝 送 時 間 を 演 算 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、 前 記 各 出 力 装 置 か ら 前 記 デ ー タ を 受 信 し た こ と を 伝 達 す る デ ー タ
受 信 情 報 を 受 信 し た か 否 か を 判 断 し 、 前 記 各 出 力 装 置 か ら 前 記 デ ー タ 受 信 情 報 を 受 信 し て
い な い と 判 断 し た 場 合 、 前 記 デ ー タ を 前 記 各 出 力 装 置 へ 再 送 信 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ を 複 数 に 分 割 し た 分 割 デ ー タ を 生 成 す る 分 割 デ ー タ 生 成 手 段 を 具 備 し 、
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、 前 記 分 割 デ ー タ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送
信 す る に あ た り 、 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る 前 記 分 割 デ ー タ を 前 記 伝 送 時 間 に 基 づ い て 遅
延 さ せ る 制 御 を す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 請 求 項 ７ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 分 割 デ ー タ 生 成 手 段 は 、 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る た め の 前 記 分 割 デ ー タ を 前 記 伝
送 時 間 に 基 づ い て 組 み 込 ん だ 複 数 の フ レ ー ム デ ー タ を 生 成 し 、
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、 前 記 フ レ ー ム デ ー タ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置
へ 送 信 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 送 信 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、
　 こ の デ ー タ 送 信 装 置 に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前
記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 デ ー タ を 取 得 し て 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た
複 数 の 出 力 装 置 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、
　 こ の デ ー タ 送 信 装 置 に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前
記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 確 認 要 求 情 報 を 取 得 す る と と も に 、 前 記 受 信 確 認 情
報 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 へ 送 信 す る 確 認 情 報 生 成 手 段 、 お よ び 、 前 記 デ ー タ 送 信
装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 デ ー タ を 取 得 し て 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装
置 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、
　 こ の デ ー タ 送 信 装 置 に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前
記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 デ ー タ を 受 信 す る と 、 前 記 デ ー タ 受 信 情 報 を 生 成 し
て 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 へ 送 信 す る 受 信 情 報 生 成 手 段 、 お よ び 、 前 記 デ ー タ を 出 力 す る デ ー
タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装 置 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、
　 こ の デ ー タ 送 信 装 置 に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前
記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 複 数 の 前 記 分 割 デ ー タ を 受 信 す る 分 割 デ ー タ 受 信 手
段 、 前 記 複 数 の 分 割 デ ー タ を 結 合 し て 前 記 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 生 成 手 段 、 お よ び 、 前
記 デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装 置 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、
　 こ の デ ー タ 送 信 装 置 に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前
記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 複 数 の フ レ ー ム デ ー タ を 受 信 す る フ レ ー ム デ ー タ 受
信 手 段 、 前 記 複 数 の フ レ ー ム デ ー タ か ら 前 記 分 割 デ ー タ を 特 定 し て 取 得 す る 分 割 デ ー タ 取
得 手 段 、 前 記 複 数 の 分 割 デ ー タ を 結 合 し て 前 記 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 生 成 手 段 、 お よ び
、 前 記 デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装 置 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ２ ま た は 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ ー タ 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 分 割 デ ー タ は 、 前 記 デ ー タ に お け る 前 記 分 割 デ ー タ の 順 序 に 関 す る 順 序 情 報 に 関 連
付 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ 生 成 手 段 は 、 前 記 分 割 デ ー タ に 関 連 付 け ら れ た 前 記 順 序 情 報 に 基 づ い た 順 序
に 前 記 分 割 デ ー タ を 結 合 し て 前 記 デ ー タ を 生 成 す る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 デ ー タ を 出 力 す る 複 数 の 出 力 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 デ ー タ を 送 信 す る デ ー タ
処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 各 出 力 装 置 へ の 前 記 デ ー タ の 伝 送 時 間 を 演 算 し 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る に あ た り 、 前 記 各 出
力 装 置 へ 送 信 す る 前 記 デ ー タ を 前 記 伝 送 時 間 に 基 づ い て 遅 延 さ せ る 制 御 を す る
　 こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の デ ー タ 処 理 方 法 を 演 算 手 段 に 実 行 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム が 演 算 手 段 に て 読 み 取 り 可 能 に 記 憶 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ デ ー タ を 出 力 す る 複 数 の 出 力 装 置 に デ ー タ を
送 信 す る デ ー タ 送 信 装 置 、 そ の シ ス テ ム 、 そ の 方 法 、 そ の プ ロ グ ラ ム 、 お よ び 、 そ の プ ロ
グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 音 声 デ ー タ を 送 信 す る 音 声 デ ー タ 送 信 機 器 と 、 こ の 音 声 デ ー タ 送 信 機 器 か ら 送 信
さ れ る 音 声 デ ー タ を 音 と し て 出 力 す る 音 声 再 生 装 置 と 、 を ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 す る
構 成 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 特 許 文 献 １ の 構 成 は 、 音 声 デ ー タ
送 信 機 器 と し て の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ お よ び チ ュ ー ナ と 、 音 声 再 生 装 置 と し て の ス ピ ー カ と 、 を
ネ ッ ト ワ ー ク と し て の シ リ ア ル バ ス を 介 し て 接 続 し て い る 。 そ し て 、 こ の よ う な 構 成 に お
い て 、 チ ュ ー ナ に 複 数 の ス ピ ー カ を 接 続 す る 場 合 、 チ ュ ー ナ か ら 各 ス ピ ー カ に シ リ ア ル バ
ス を そ れ ぞ れ 接 続 す る 構 成 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ８ ４ ４ ４ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ３ ６ 、 お よ び 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 チ ュ ー ナ か ら 異 な る 距 離 に 配 設 さ れ る 各 ス ピ ー カ に シ リ ア ル バ ス を 接 続 す る
場 合 、 チ ュ ー ナ か ら の 距 離 に 応 じ て 異 な る 長 さ の シ リ ア ル バ ス を 各 ス ピ ー カ に 接 続 す る 構
成 が 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 チ ュ ー ナ か ら 各 ス ピ ー カ に 同
時 に 音 声 デ ー タ を 出 力 し た 場 合 、 一 般 的 に 音 声 デ ー タ の 伝 送 時 間 は シ リ ア ル バ ス の 長 さ に
比 例 す る た め 、 音 声 デ ー タ が 各 ス ピ ー カ に 到 達 す る 時 刻 が 異 な る こ と に な る 。 こ の た め 、
各 ス ピ ー カ か ら 出 力 さ れ る 音 が ず れ る こ と に な る 。 こ の こ と か ら 、 各 ス ピ ー カ か ら 同 時 に
音 が 出 力 さ れ る 構 成 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み て 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た 複 数 の 出 力 装 置
に 同 一 時 刻 に デ ー タ を 出 力 さ せ る こ と が 可 能 な デ ー タ 送 信 装 置 、 そ の シ ス テ ム 、 そ の 方 法
、 そ の プ ロ グ ラ ム 、 お よ び 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 を 提 供 す る こ と を １ つ の
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 デ ー タ を 出 力 す る 複 数 の 出 力 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前
記 デ ー タ を 送 信 す る デ ー タ 送 信 装 置 で あ っ て 、 前 記 複 数 の 出 力 装 置 に 対 す る 各 出 力 装 置 へ
の 前 記 デ ー タ の 伝 送 時 間 を 演 算 す る 伝 送 時 間 演 算 手 段 と 、 前 記 デ ー タ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク
を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る に あ た り 、 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る 前 記 デ ー タ を 前
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記 伝 送 時 間 に 基 づ い て 遅 延 さ せ る 制 御 を す る 送 信 制 御 手 段 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し
た デ ー タ 送 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置
と 、 こ の デ ー タ 送 信 装 置 に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、
前 記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 デ ー タ を 取 得 し て 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え
た 複 数 の 出 力 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、 こ の デ ー タ 送 信 装 置
に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら
送 信 さ れ る 前 記 確 認 要 求 情 報 を 取 得 す る と と も に 、 前 記 受 信 確 認 情 報 を 生 成 し て 前 記 デ ー
タ 送 信 装 置 へ 送 信 す る 確 認 情 報 生 成 手 段 、 お よ び 、 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前
記 デ ー タ を 取 得 し て 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と
を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、 こ の デ ー タ 送 信 装 置
に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら
送 信 さ れ る 前 記 デ ー タ を 受 信 す る と 、 前 記 デ ー タ 受 信 情 報 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 送 信 装 置
へ 送 信 す る 受 信 情 報 生 成 手 段 、 お よ び 、 前 記 デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複
数 の 出 力 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、 こ の デ ー タ 送 信 装 置
に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら
送 信 さ れ る 前 記 複 数 の 前 記 分 割 デ ー タ を 受 信 す る 分 割 デ ー タ 受 信 手 段 、 前 記 複 数 の 分 割 デ
ー タ を 結 合 し て 前 記 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 生 成 手 段 、 お よ び 、 前 記 デ ー タ を 出 力 す る デ
ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ ス テ
ム で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の デ ー タ 送 信 装 置 と 、 こ の デ ー タ 送 信 装 置
に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 種 情 報 を 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 デ ー タ 送 信 装 置 か ら
送 信 さ れ る 前 記 複 数 の フ レ ー ム デ ー タ を 受 信 す る フ レ ー ム デ ー タ 受 信 手 段 、 前 記 複 数 の フ
レ ー ム デ ー タ か ら 前 記 分 割 デ ー タ を 特 定 し て 取 得 す る 分 割 デ ー タ 取 得 手 段 、 前 記 複 数 の 分
割 デ ー タ を 結 合 し て 前 記 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 生 成 手 段 、 お よ び 、 前 記 デ ー タ を 出 力 す
る デ ー タ 出 力 手 段 を 備 え た 複 数 の 出 力 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 シ
ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 発 明 は 、 デ ー タ を 出 力 す る 複 数 の 出 力 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て
前 記 デ ー タ を 送 信 す る デ ー タ 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 各 出 力 装 置 へ の 前 記 デ ー タ の 伝 送 時
間 を 演 算 し 、 前 記 デ ー タ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る に あ た り
、 前 記 各 出 力 装 置 へ 送 信 す る 前 記 デ ー タ を 前 記 伝 送 時 間 に 基 づ い て 遅 延 さ せ る 制 御 を す る
こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の デ ー タ 処 理 方 法 を 演 算 手 段 に 実 行 さ せ
る こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム が 演 算 手 段 に て
読 み 取 り 可 能 に 記 憶 さ れ た こ と を 特 徴 と し た デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 で
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 以 下 に 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、
デ ー タ 送 信 装 置 に て Ａ Ｖ （ Audio Video） デ ー タ を 複 数 に 適 宜 分 割 し て フ レ ー ム デ ー タ を
生 成 し 、 こ の 生 成 し た フ レ ー ム デ ー タ な ど に 基 づ い て 、 複 数 の デ ー タ 再 生 装 置 に て Ａ Ｖ デ
ー タ を 再 生 す る Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム に つ い て 例 示 す る が こ れ に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 図 ２ は 、 デ ー タ 送 信 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ は 、 デ ー タ 送 信 装
置 か ら 送 信 さ れ る フ レ ー ム デ ー タ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 差 分 時 間 Ｔ z
が 全 て ０ msecの 場 合 に お け る フ レ ー ム デ ー タ の 生 成 処 理 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 差
分 時 間 Ｔ zの う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ が ０ msecで な い 場 合 に お け る フ レ ー ム デ ー タ
の 生 成 処 理 を 示 す 概 念 図 で あ る 。 図 ４ は 、 フ レ ー ム デ ー タ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る
。 図 ５ は 、 音 声 再 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
〔 Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム の 構 成 〕
　 図 １ に お い て 、 １ ０ ０ は デ ー タ 処 理 シ ス テ ム と し て の Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム で あ る 。
こ の Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム （ 以 下 、 再 生 シ ス テ ム と 略 す ） １ ０ ０ は 、 図 示 し な い 例 え ば
Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か ら 入 力 さ れ る Ａ Ｖ デ ー タ を 再 生 す る シ ス テ ム で あ る 。 そ し て 、 再 生
シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ と 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 、 出 力 装 置 と し て の
音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ と 、 出 力 装 置 と し て の 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ と 、 出 力 装 置 と し て の
音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ と 、 出 力 装 置 と し て の 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｄ と 、 図 示 し な い 映 像 再
生 装 置 と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０
０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ を ま と め て 説 明 す る 際 に は 、 こ れ ら を 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ と 適 宜 称 し て
説 明 す る 。 ま た 、 こ こ で は 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の 数 を ４ 台 と し た 構 成 に つ い て 例 示 す
る が 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の 数 は 複 数 で あ れ ば ４ 台 に 限 ら れ ず 、 ５ 台 以 上 や ３ 台 ま た は
２ 台 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ に は 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ
， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ と 、 図 示 し な い 映 像 再 生 装 置 と 、 が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 ネ ッ
ト ワ ー ク ２ ０ ０ は 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ お よ び 映 像 再 生 装 置
と 、 を 情 報 の 送 受 信 が 可 能 な 状 態 に 接 続 す る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ と し て は 、 例 え ば
Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ （ Transmission Control Protocol/Internet Protocol） な ど の 汎 用 の プ ロ
ト コ ル に 基 づ く イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 エ ク ス ト ラ ネ ッ ト 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） な ど の Ｌ
Ａ Ｎ （ Local Area Network） 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ （ Institute of Electrical and Electronics En
gineers） ８ ０ ２ ． １ Ｘ 規 格 に 準 じ た 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 、 近 距 離 無 線 通 信 技 術 規 格 で あ る Ｂ ｌ ｕ
ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ （ 登 録 商 標 ） を 利 用 し た 無 線 伝 送 方 式 の ネ ッ ト ワ ー ク 、 無 線 媒 体 に よ り 情 報
が 送 受 信 可 能 な 複 数 の 基 地 局 が ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 通 信 回 線 網 や 放 送 網 な ど の ネ ッ ト
ワ ー ク 、 さ ら に は 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０
Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ 、 お よ び 、 映 像 再 生 装 置 と 、 の 間 で の 情 報 を 直 接 送 受 信 す る た め の 媒 体 と な
る 無 線 媒 体 自 体 や 有 線 媒 体 自 体 な ど が 例 示 で き る 。 こ こ で 、 無 線 媒 体 と し て は 、 電 波 、 光
、 音 波 、 電 磁 波 な ど の い ず れ の 媒 体 を も 適 用 で き る 。 ま た 、 有 線 媒 体 と し て は 、 Ｕ Ｓ Ｂ （
Universal Serial Bus） 規 格 や Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ 規 格 に 準 じ た ケ ー ブ ル 、 電 灯 線 、 電 話 線
な ど の い ず れ の 媒 体 を も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か ら 入 力 さ れ る Ａ Ｖ デ ー タ の デ ー タ と し
て の 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 適 宜 処 理 し て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０
Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 適 宜 送 信 す る 。 な お 、 こ の 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ
は 、 例 え ば １ つ の 楽 曲 に お い て 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ か
ら 音 と し て そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る デ ー タ で あ る 。 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 Ａ Ｖ デ ー
タ 出 力 機 器 か ら 入 力 さ れ る Ａ Ｖ デ ー タ の 映 像 デ ー タ を 適 宜 処 理 し て 、 映 像 再 生 装 置 に 適 宜
送 信 す る 。 そ し て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 通 信 部 ３ １ ０ と 、 記 憶
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手 段 と し て の 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ と 、 伝 送 時 間 演 算 手 段 と し て の 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ と 、
デ ー タ 取 得 手 段 と し て の 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ と 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ と 、 送 信 制 御 手 段
と し て の 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ と 、 分 割 デ ー タ 生 成 手 段 と し て の パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ と 、
図 示 し な い 映 像 デ ー タ 送 信 部 と 、 な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 通 信 部 ３ １ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０
０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ 、 お よ び 、 映 像 再 生 装 置 に 接 続 さ れ る と と も に 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ お よ
び パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 通 信 部 ３ １ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０
０ を 介 し て 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ 、 お よ び 、 映 像 再 生 装 置 か ら の 送 信 信 号 Ｓ tを 受 信 可 能
で 、 こ の 送 信 信 号 Ｓ tの 取 得 に よ り 予 め 設 定 さ れ て い る 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス 処 理 を 実 施
し 、 判 定 信 号 Ｓ kを 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に 、 ま た は 、 パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pを パ ケ ッ ト 生 成 部 ３
７ ０ に 出 力 す る 。 ま た 、 通 信 部 ３ １ ０ は 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ か ら の 判 定 信 号 Ｓ kや パ ケ
ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ か ら の パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pの 取 得 に よ り 予 め 設 定 さ れ て い る 出 力 イ ン タ ー
フ ェ ー ス を 実 施 し 、 送 信 信 号 Ｓ tと し て ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０
０ に 適 宜 送 信 す る 。 さ ら に 、 通 信 部 ３ １ ０ は 、 映 像 デ ー タ 送 信 部 か ら の 映 像 デ ー タ 信 号 の
取 得 に よ り 予 め 設 定 さ れ て い る 出 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 実 施 し 、 映 像 デ ー タ 送 信 信 号 と し
て ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て 映 像 再 生 装 置 に 適 宜 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ は 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ お よ び 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ に 接 続 さ れ て い
る 。 こ の 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ は 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に よ り 生 成 さ れ る 全 音 声 再 生 装 置 ４
０ ０ へ の 音 声 デ ー タ の 伝 送 時 間 に 関 す る 各 種 情 報 を 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 す る 。 こ の 遅
延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ と し て は 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic Random Access Memory） や Ｓ Ｒ Ａ Ｍ （ St
atic Random Access Memory） な ど が 例 示 で き る 。 ま た 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ は 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ 全 体 を 動 作 制 御 す る 各 種 プ ロ グ ラ ム な ど を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 プ ロ グ ラ ム と し て 構 築 さ れ て い る 。 こ の 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は
、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ へ の 音 声 デ ー タ の 伝 送 時 間 に 関 す る 各 種 情 報 を 生 成 し 、 こ の 生 成
し た 各 種 情 報 を 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、
全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 後 述 す る 受 信 確 認 情 報 と し て の Ａ Ｃ Ｋ （ Acknowledge） を 送 信 す
る 旨 を 要 求 す る 確 認 要 求 情 報 と し て の Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 生 成 す る 。 そ し て 、 こ の Ａ Ｃ Ｋ 要
求 情 報 を 判 定 信 号 Ｓ kに 適 宜 変 換 し て 、 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、
Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 出 力 す る 処 理 を 、 ポ ー リ ン グ を 実 施 す る 処 理 と 適 宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 後 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 通 信 部 ３ １ ０ か ら 入 力 さ れ る 判 定 信 号 Ｓ kに 基 づ い て
、 こ の 判 定 信 号 Ｓ kに 記 載 さ れ た Ａ Ｃ Ｋ を 認 識 す る 。 そ し て 、 Ａ Ｃ Ｋ に 記 載 さ れ た 後 述 す
る 装 置 固 有 情 報 に 基 づ い て 、 Ａ Ｃ Ｋ を 送 信 し た 装 置 が 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ で あ る
こ と を 認 識 す る 。 さ ら に 、 図 示 し な い 計 時 手 段 が 計 時 す る 時 刻 に 基 づ い て 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情
報 を 出 力 し て か ら Ａ Ｃ Ｋ を 取 得 す る ま で の 所 要 時 間 を 認 識 し 、 こ の 認 識 し た 所 要 時 間 の 半
分 の 値 を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ の 伝 送 時 間 と し て の 遅 延 時 間 Ｄ aと し て 認 識 す る 。 そ し て
、 こ の 認 識 し た 遅 延 時 間 Ｄ aを メ モ リ 信 号 Ｓ mに 適 宜 変 換 し て 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 適 宜
読 み 出 し 可 能 に 記 憶 さ せ る 。 ま た 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 上 述 し た 処 理 と 同 様 の 処 理 を
実 施 す る こ と に よ り 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ の 伝 送 時 間 と し て の 遅
延 時 間 Ｄ b， Ｄ c， Ｄ dを 認 識 し 、 こ の 認 識 し た 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ c， Ｄ dを メ モ リ 信 号 Ｓ mに
適 宜 変 換 し て 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 さ せ る 。 な お 、 以 下 に お い
て 、 遅 延 時 間 Ｄ a， Ｄ b， Ｄ c， Ｄ dを ま と め て 説 明 す る 際 に は 、 こ れ ら を 遅 延 時 間 Ｄ zと 適
宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 遅 延 時 間 Ｄ a， Ｄ b， Ｄ c， Ｄ dの 全 て を 遅 延 量 記 憶 部 ３
２ ０ に 記 憶 さ せ た こ と を 認 識 す る と 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 遅 延 時 間 Ｄ a， Ｄ b
， Ｄ c， Ｄ dを メ モ リ 信 号 Ｓ mと し て 読 み 出 す 。 こ の 後 、 読 み 出 し た 遅 延 時 間 Ｄ a， Ｄ b， Ｄ c
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， Ｄ dの う ち の 時 間 が 一 番 長 い も の を 基 準 時 間 Ｄ xと し て 決 定 す る 。 そ し て 、 遅 延 量 判 定 部
３ ３ ０ は 、 基 準 時 間 Ｄ xと 例 え ば 遅 延 時 間 Ｄ aと の 差 分 を 演 算 し 、 こ の 演 算 し た 値 を 音 声 再
生 装 置 ４ ０ ０ Ａ の 差 分 時 間 Ｔ aと し て 認 識 す る 。 こ の 後 、 こ の 認 識 し た 差 分 時 間 Ｔ aを メ モ
リ 信 号 Ｓ mに 適 宜 変 換 し て 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 さ せ る 。 ま た
、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 上 述 し た 処 理 と 同 様 の 処 理 を 実 施 す る こ と に よ り 、 音 声 再 生 装
置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ の 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ c， Ｔ dを 演 算 し 、 こ の 演 算 し た 差 分
時 間 Ｔ b， Ｔ c， Ｔ dを メ モ リ 信 号 Ｓ mに 適 宜 変 換 し て 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 適 宜 読 み 出 し
可 能 に 記 憶 さ せ る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 差 分 時 間 Ｔ a， Ｔ b， Ｔ c， Ｔ dを ま と め て 説 明 す
る 際 に は 、 こ れ ら を 差 分 時 間 Ｔ zと 適 宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 計 時 手 段 か ら 現 在 時 刻 を 適 宜 取 得 す る 。 そ し て 、 予 め 設
定 さ れ た 設 定 時 間 Ｔ sが 経 過 し た こ と を 認 識 す る と 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 遅
延 時 間 Ｄ z、 お よ び 、 差 分 時 間 Ｔ zを 消 去 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 遅 延 時 間 Ｄ zお よ び
差 分 時 間 Ｔ zを ま と め て 説 明 す る 際 に は 、 こ れ ら を 伝 送 時 間 情 報 と 適 宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ と 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｂ と 、 音 声
入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｃ と 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｄ と 、 を 備 え て い る 。 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ は
、 例 え ば 図 示 し な い プ ラ グ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ や リ ー ド 線 が 接 続 さ れ る タ ー
ミ ナ ル な ど で あ る 。 そ し て 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ に は 、 Ａ Ｖ デ ー タ を 出 力 す る Ａ Ｖ デ ー
タ 出 力 機 器 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ の Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か ら 出 力 さ れ る Ａ Ｖ デ ー タ の
音 声 デ ー タ Ｓ Ａ が 記 載 さ れ た 出 力 信 号 Ｓ xaが 入 力 さ れ る 。 ま た 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｂ ，
３ ４ ０ Ｃ ， ３ ４ ０ Ｄ も 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 音 声 入
力 端 子 ３ ４ ０ Ｂ ， ３ ４ ０ Ｃ ， ３ ４ ０ Ｄ に は 、 Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か ら 出 力 信 号 Ｓ xaと 同 時
に 出 力 さ れ る 、 Ａ Ｖ デ ー タ の 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ が 記 載 さ れ た 出 力 信 号 Ｓ xb， Ｓ
xc， Ｓ xdが そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ は 、 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ か ら 同 時 に 入 力 さ れ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ，
Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 、 後 述 す る 出 力 要 求 情 報 に 基 づ い て 、 適 宜 遅 延 さ せ て 、 す な わ ち 、 適
宜 異 な る 時 刻 に パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ へ 出 力 す る 。 そ し て 、 こ の 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ は 、 プ
ロ グ ラ ム と し て 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ と 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ と 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｃ と 、 遅 延 部 ３ ５
０ Ｄ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７
０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ に 入 力 さ れ た 出 力 信
号 Ｓ xaを 適 宜 取 得 し 、 こ の 取 得 し た 出 力 信 号 Ｓ xaに 記 載 さ れ た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 一 時 的 に
記 憶 す る 。 次 に 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ か ら 入 力 さ れ る 処 理 信 号 Ｓ gに 基 づ い て 、 こ の 処 理
信 号 Ｓ gに 記 載 さ れ た 出 力 要 求 情 報 を 認 識 す る 。 そ し て 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ は 、 音 声 デ ー タ
Ｓ Ａ を デ ー タ 信 号 Ｓ saに 適 宜 変 換 し て 、 出 力 要 求 情 報 に 記 載 さ れ た 時 刻 に パ ケ ッ ト 生 成 部
３ ７ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｂ 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７
０ に 接 続 さ れ て い る 。 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｃ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｃ 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ 、
パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｄ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｄ 、 遅
延 量 制 御 部 ３ ６ ０ 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ ， ３
５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ は 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ｂ ， ３ ４ ０ Ｃ ， ３ ４ ０ Ｄ に 入 力 さ れ た 出 力 信 号
Ｓ xb， Ｓ xc， Ｓ xdを 適 宜 取 得 し 、 こ の 取 得 し た 出 力 信 号 Ｓ xb， Ｓ xc， Ｓ xdに 記 載 さ れ た 音
声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 一 時 的 に 記 憶 す る 。 そ し て 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ か ら 入 力 さ
れ る 処 理 信 号 Ｓ gに 基 づ い て 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ と 同 様 の 処 理 を 実 施 す る 。 す な わ ち 、 音 声
デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を デ ー タ 信 号 Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdに 適 宜 変 換 し て 、 出 力 要 求 情 報 に
記 載 さ れ た 時 刻 に パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ へ 出 力 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ は 、 プ ロ グ ラ ム と し て 構 築 さ れ て い る 。 こ の 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ は
、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 、 出 力 要 求 情 報 を 生 成 し て 、
遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ に 出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ は 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０
に 差 分 時 間 Ｔ zが 記 憶 さ れ た こ と を 認 識 す る と 、 こ の 差 分 時 間 Ｔ zを メ モ リ 信 号 Ｓ vと し て
読 み 出 す 。 そ し て 、 こ の メ モ リ 信 号 Ｓ vに 記 載 さ れ た 差 分 時 間 Ｔ a， Ｔ b， Ｔ c， Ｔ dが 例 え
ば 全 て ０ msecの 場 合 、 以 下 の よ う な 出 力 要 求 情 報 を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ
， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ が 記 載 さ れ た デ
ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdを 、 任 意 の 時 刻 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 情 報 が 記 載 さ れ
た 出 力 要 求 情 報 を 生 成 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 こ の 任 意 の 時 刻 を 、 信 号 出 力 基 準 時 刻
と 適 宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ は 、 前 記 読 み 出 し た メ モ リ 信 号 Ｓ vに 記 載 さ れ た 差 分 時 間 Ｔ z
の う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ が ０ msecで な い 場 合 、 例 え ば 差 分 時 間 Ｔ aが １ msecで 、
差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ dが ０ msecで 、 差 分 時 間 Ｔ cが ２ msecの 場 合 、 以 下 の よ う な 出 力 要 求 情 報
を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ に 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ が 記 載 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｓ saを
信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら １ msec後 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 情 報 と 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０
Ｄ に 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｄ が 記 載 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｓ sb， Ｓ sdを 信 号 出 力 基 準 時 刻 に 出 力
す る 旨 を 要 求 す る 情 報 と 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｃ に 音 声 デ ー タ Ｓ Ｃ が 記 載 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｓ sc
を 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら ２ msec後 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 情 報 と 、 が 記 載 さ れ た 出 力 要 求
情 報 を 生 成 す る 。 そ し て 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ は 、 生 成 し た 出 力 要 求 情 報 を 処 理 信 号 Ｓ g
に 適 宜 変 換 し て 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 プ ロ グ ラ ム と し て 構 築 さ れ て い る 。 こ の パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７
０ は 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ か ら 出 力 さ れ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ に 基 づ い て 、
図 ３ （ Ａ ） や 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う な フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ ， ５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … （ ｎ は
自 然 数 ） を 順 次 生 成 し て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 ま ず 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ
は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ｎ （ ｎ は 自 然 数 ） と 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ
（ ｈ は 自 然 数 ） と 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ ｉ （ ｉ は 自 然 数 ） と 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ ｊ （ ｊ
は 自 然 数 ） と 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ５ ｋ （ ｋ は 自 然 数 ） と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 パ ケ ッ ト
デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ は 、 略 同 一 の 構 成 を 有 し て い る の で 、 以 下 に お い
て パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ｎ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ に 関 す る 各 種 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。
具 体 的 に は 、 こ の フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ｎ に は 、 同 期 を 取 る た め の 信 号 で あ る シ ン ク （ Sync
hronous） ５ １ ｎ Ａ （ ｎ は 自 然 数 ） と 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 先 頭 を 示 す Ｓ Ｏ Ｆ （ Start
 Of Frame） ５ １ ｎ Ｂ （ ｎ は 自 然 数 ） と 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ が ｎ 番 目 の フ レ ー ム デ ー
タ で あ る こ と を 示 す フ レ ー ム ナ ン バ ５ １ ｎ Ｃ （ ｎ は 自 然 数 ） と 、 送 信 エ ラ ー 検 出 用 の 信 号
で あ る Ｃ Ｒ Ｃ （ Cyclic Redundancy Check character） ５ １ ｎ Ｄ （ ｎ は 自 然 数 ） と 、 が 格
納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ に お け る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ の 出 力 処 理 の
際 に 利 用 さ れ る デ ー タ で あ る 。 こ の パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ に 関
す る 情 報 が 格 納 さ れ て い る セ グ メ ン ト 判 別 デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ａ と 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ
に 出 力 さ せ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ に 関 す る 情 報 が 格 納 さ れ て い る Ａ Ｖ デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ｂ と 、
を 備 え て い る 。 具 体 的 に は 、 Ａ Ｖ デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ｂ に は 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ か ら 出 力 さ れ
た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ の 一 部 の デ ー タ で あ る 分 割 デ ー タ と し て の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ （ ｈ は
自 然 数 ） と 、 こ の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ の 始 ま り を 示 す 信 号 で あ る デ ー タ シ ン ク （ Data S
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ynchronous） ５ ２ ｈ Ｅ と 、 が 格 納 さ れ て い る 。 セ グ メ ン ト 判 別 デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ａ に は 、
音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ を 特 定 す る た め の 例 え ば Ｉ Ｄ （ Identification） ナ ン バ で あ る レ シ
ー バ ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｃ と 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ が 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ の 先 頭 か ら ｈ 番 目 の デ ー
タ で あ る こ と を 示 す 順 序 情 報 と し て の セ グ メ ン ト ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｄ と 、 が 格 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０
Ｄ に お け る 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 出 力 処 理 の 際 に 利 用 さ れ る デ ー タ で あ る 。 そ し
て 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ は 、 セ グ メ ン ト 判 別 デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ａ と 同
様 の 各 種 情 報 が 格 納 さ れ た セ グ メ ン ト 判 別 デ ー タ 領 域 ５ ３ ｉ Ａ ， ５ ４ ｊ Ａ ， ５ ５ ｋ Ａ と 、
Ａ Ｖ デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ｂ と 同 様 の 各 種 情 報 、 例 え ば 分 割 デ ー タ と し て の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ
Ｂ ｉ （ ｉ は 自 然 数 ） ， Ｓ Ｃ ｊ （ ｊ は 自 然 数 ） ， Ｓ Ｄ ｋ （ ｋ は 自 然 数 ） な ど が 格 納 さ れ た Ａ
Ｖ デ ー タ 領 域 ５ ３ ｉ Ｂ ， ５ ４ ｊ Ｂ ， ５ ５ ｋ Ｂ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ は 、 各 デ ー タ 領 域 ５ ２ ｈ Ａ ， ５
２ ｈ Ｂ ， ５ ３ ｉ Ａ ， ５ ３ ｉ Ｂ ， ５ ４ ｊ Ａ ， ５ ４ ｊ Ｂ ， ５ ５ ｋ Ａ ， ５ ５ ｋ Ｂ に 各 種 情 報 が 格
納 さ れ な い 構 成 と な る こ と も あ る 。 以 下 に お い て 、 こ の よ う に 各 種 情 報 が 格 納 さ れ て い な
い 構 成 の パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 、 空 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ６ ｎ と
適 宜 称 し て 説 明 す る 。 ま た 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 構 成 は 上 述 し た よ う な 構 成 に 限 ら ず
、 適 宜 他 の 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 す る 処 理 に つ い て 説 明 す
る 。 こ こ で 、 ま ず 、 図 ３ （ Ａ ） に 基 づ い て 、 差 分 時 間 Ｔ a， Ｔ b， Ｔ c， Ｔ dが 全 て ０ msecの
場 合 、 す な わ ち 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ が 、 信 号 出 力 基 準 時 刻
に デ ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdを 出 力 す る 場 合 に お け る フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 生
成 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ か ら デ ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdの
う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ を 取 得 で き た か 否 か を 認 識 す る 処 理 を す る 。 こ こ で は 、 信
号 出 力 基 準 時 刻 に 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ か ら デ ー タ 信 号 Ｓ sa
， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdが 出 力 さ れ る の で 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら
所 定 時 間 経 過 後 に デ ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdを 同 時 に 取 得 で き た と 認 識 す る 。 な
お 、 以 下 に お い て 、 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら 所 定 時 間 経 過 後 の 時 刻 を 信 号 取 得 時 刻 と 適 宜 称
し て 説 明 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 こ の 取 得 し た 例 え ば デ ー タ 信 号 Ｓ saに
記 載 さ れ た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 認 識 し 、 こ の 認 識 し た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ の 先 頭 位 置 か ら 所 定 の
デ ー タ 量 の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ と し て 読 み 出 す 。 こ の 後 、 こ の 分 割 音 声 デ ー タ
Ｓ Ａ １ に 対 応 す る デ ー タ シ ン ク ５ ２ １ Ｅ 、 レ シ ー バ ナ ン バ ５ ２ １ Ｃ 、 お よ び 、 セ グ メ ン ト
ナ ン バ ５ ２ １ Ｄ を そ れ ぞ れ 生 成 し 、 こ れ ら 各 種 情 報 を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 生
成 す る 。 ま た 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 前 記 取 得 し た デ ー タ 信 号 Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdに 記
載 さ れ た 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 認 識 す る 。 そ し て 、 上 述 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２
１ を 生 成 す る 処 理 と 同 様 の 処 理 を 実 施 し て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ な ど
が そ れ ぞ れ 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ４ １ ， ５ ５ １ を そ れ ぞ れ 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ １ を 生 成 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム
ヘ ッ ダ ５ １ １ 、 お よ び 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ ， ５ ３ １ ， ５ ４ １ ， ５ ５ １ を 格 納 し た フ レ
ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 適
宜 変 換 し て 、 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 出
力 し た 時 刻 を フ レ ー ム 出 力 時 刻 と 適 宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 上 述 し た よ う な 処 理 を 実 施 す る こ と に よ り フ レ ー ム デ
ー タ ５ ０ ２ を 生 成 し 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 例 え ば １ msec後 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。
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具 体 的 に は 、 例 え ば 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ に お け る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ の 後 端 位 置 か ら 前 記 所
定 の デ ー タ 量 の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ と し て 読 み 出 す 。 そ し て 、 こ の 読 み 出 し た
分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ な ど を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ２ を 生 成 す る 。 ま た 、 パ ケ ッ ト
生 成 部 ３ ７ ０ は 、 同 様 の 処 理 を 実 施 す る こ と に よ り 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ２ ， Ｓ Ｃ ２ ， Ｓ
Ｄ ２ な ど が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ ２ ， ５ ４ ２ ， ５ ５ ２ を 生 成 す る 。 こ の 後 、 フ レ
ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ２ を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ２ 、 お よ び 、 パ ケ ッ ト デ ー
タ ５ ２ ２ ， ５ ３ ２ ， ５ ４ ２ ， ５ ５ ２ を 格 納 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ２ を 生 成 す る 。 そ し て
、 こ の 生 成 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ２ を パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 適 宜 変 換 し 、 フ レ ー ム 出 力 時
刻 か ら １ msec後 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 後 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ ， … を 順 次 生 成 し 、
こ れ ら 生 成 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ ， … を １ msec毎 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 順 次 出 力
す る 。 な お 、 こ こ で は フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を １ msec毎 に 出 力 す る 構 成 に つ い て 例 示 し た
が 、 こ れ に 限 ら ず 例 え ば ５ msecや １ ０ msec毎 に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 差 分 時 間 Ｔ a， Ｔ b， Ｔ c， Ｔ dの う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ が ０ msecで は な い
場 合 、 す な わ ち 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ か ら 同 時 に デ ー タ 信 号
Ｓ sa， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdが 出 力 さ れ な い 場 合 に お け る フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 生 成 処 理 に
つ い て 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 差 分 時 間 Ｔ aが １ msecで 、 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ dが ０ msec
で 、 差 分 時 間 Ｔ cが ２ msecの 場 合 、 す な わ ち 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｄ が 信 号 出 力 基 準
時 刻 に デ ー タ 信 号 Ｓ sb， Ｓ sdを 出 力 し 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ が 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら １ msec後
に デ ー タ 信 号 Ｓ saを 出 力 し 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｃ が 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら ２ msec後 に デ ー タ 信
号 Ｓ scを 出 力 す る 場 合 に つ い て 例 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ か ら デ ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ sb， Ｓ sc， Ｓ sdの
う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ を 取 得 で き た か 否 か を 認 識 す る 処 理 を す る 。 こ こ で は 、 信
号 出 力 基 準 時 刻 に 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｄ か ら デ ー タ 信 号 Ｓ sb， Ｓ sdが 出 力 さ れ る の
で 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら 所 定 時 間 経 過 後 に デ ー タ 信 号 Ｓ sb，
Ｓ sdを 取 得 で き た と 認 識 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら 所 定 時 間 経 過
後 の 時 刻 を 信 号 取 得 時 刻 と 適 宜 称 し て 説 明 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 取 得
し た デ ー タ 信 号 Ｓ sb， Ｓ sdに 記 載 さ れ た 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｄ を 認 識 し 、 こ れ ら 認 識 し た
音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｄ の 先 頭 位 置 か ら 所 定 の デ ー タ 量 の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ 、
Ｓ Ｄ １ と し て 読 み 出 す 。 こ の 後 、 こ の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ 、 Ｓ Ｄ １ に 対 応 す る デ ー タ シ
ン ク ５ ３ １ Ｅ ， ５ ５ １ Ｅ レ シ ー バ ナ ン バ ５ ３ １ Ｃ ， ５ ５ １ Ｃ 、 お よ び 、 セ グ メ ン ト ナ ン バ
５ ３ １ Ｄ ， ５ ５ １ Ｄ を そ れ ぞ れ 生 成 し 、 こ れ ら 各 種 情 報 を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １
， ５ ５ １ を 生 成 す る 。 ま た 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 デ ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ scを 取 得 し て
い な い の で 、 各 種 情 報 が 格 納 さ れ て い な い パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ４ ｊ 、 す な わ ち 、 ２
つ の 空 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ６ １ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 後 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ １ を 生 成 す る 。 そ し て 、 フ レ ー
ム ヘ ッ ダ ５ １ １ 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ５ １ 、 お よ び 、 ２ つ の 空 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ６
１ を 格 納 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を パ ケ
ッ ト 信 号 Ｓ pに 適 宜 変 換 し て 、 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 フ レ ー ム
デ ー タ ５ ０ １ を 出 力 し た 時 刻 を フ レ ー ム 出 力 時 刻 と 適 宜 称 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 上 述 し た よ う な 処 理 を 実 施 す る こ と に よ り フ レ ー ム デ
ー タ ５ ０ ２ を 生 成 し 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 例 え ば １ msec後 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。
具 体 的 に は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 信 号 取 得 時 刻 か ら １ msec後 に 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０
か ら 取 得 し て い な い デ ー タ 信 号 Ｓ sa， Ｓ scの う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ を 取 得 で き た
か 否 か を 認 識 す る 処 理 を す る 。 こ こ で は 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ よ り 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら １ ms
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ec後 に 出 力 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｓ saを 取 得 で き た と 認 識 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７
０ は 、 デ ー タ 信 号 Ｓ saに 記 載 さ れ た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 認 識 し 、 こ の 認 識 し た 音 声 デ ー タ Ｓ
Ａ の 先 頭 位 置 か ら 前 記 所 定 の デ ー タ 量 の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ と し て 読 み 出 す 。
そ し て 、 こ の 読 み 出 し た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ な ど を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 生
成 す る 。 ま た 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｄ に お け る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｄ １ の 後 端 位 置
か ら 前 記 所 定 の デ ー タ 量 の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ２ ， Ｓ Ｄ ２ と し て 読 み 出 す 。 そ し
て 、 こ れ ら 読 み 出 し た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ２ ， Ｓ Ｄ ２ な ど を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３
２ ， ５ ５ ２ を 生 成 す る 。 さ ら に 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 デ ー タ 信 号 Ｓ scを 取 得 し て い
な い の で 、 各 種 情 報 が 格 納 さ れ て い な い パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ ｊ 、 す な わ ち 、 １ つ の 空 パ ケ
ッ ト デ ー タ ５ ６ ２ を 生 成 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ２ を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た フ
レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ２ 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ ， ５ ３ ２ ， ５ ５ ２ 、 お よ び 、 １ つ の 空 パ ケ ッ
ト デ ー タ ５ ６ ２ が 格 納 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ２ を 生 成 す る 。 こ の 後 、 フ レ ー ム デ ー タ
５ ０ ２ を パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 適 宜 変 換 し 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら １ msec後 に 通 信 部 ３ １ ０
へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 上 述 し た よ う な 処 理 を 実 施 す る こ と に よ り フ レ ー ム
デ ー タ ５ ０ ３ を 生 成 し 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 例 え ば ２ msec後 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る
。 具 体 的 に は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 信 号 取 得 時 刻 か ら ２ msec後 に 、 遅 延 処 理 部 ３ ５
０ か ら 取 得 し て い な い デ ー タ 信 号 Ｓ scを 取 得 で き た か 否 か を 認 識 す る 処 理 を す る 。 こ こ で
は 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｃ よ り 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら ２ msec後 に 出 力 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｓ scを 取
得 で き た と 認 識 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 デ ー タ 信 号 Ｓ scに 記 載 さ れ た 音
声 デ ー タ Ｓ Ｃ を 認 識 し 、 こ の 認 識 し た 音 声 デ ー タ Ｓ Ｃ の 先 頭 位 置 か ら 前 記 所 定 の デ ー タ 量
の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｃ １ と し て 読 み 出 す 。 そ し て 、 こ の 読 み 出 し た 分 割 音 声 デ ー
タ Ｓ Ｃ １ な ど を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 生 成 す る 。 ま た 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ
， Ｓ Ｄ に お け る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ ２ ， Ｓ Ｄ ２ の 後 端 位 置 か ら 前 記 所 定 の デ ー タ
量 の デ ー タ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ ， Ｓ Ｂ ３ ， Ｓ Ｄ ３ と し て 読 み 出 す 。 こ の 後 、 こ れ ら 読
み 出 し た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ ， Ｓ Ｂ ３ ， Ｓ Ｄ ３ な ど を 格 納 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ２ ，
５ ３ ３ ， ５ ５ ３ を 生 成 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ３ を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た フ レ
ー ム ヘ ッ ダ ５ １ ３ 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ２ ， ５ ３ ３ ， ５ ４ １ ， ５ ５ ３ が 格 納 さ れ た フ レ ー
ム デ ー タ ５ ０ ３ を 生 成 す る 。 こ の 後 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ３ を パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 適 宜 変
換 し 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ２ msec後 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ４ ， … を 順 次 生 成 し 、 こ れ ら 生
成 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ４ ， … を １ msec毎 に 通 信 部 ３ １ ０ へ 順 次 出 力 す る 。 な お 、 こ こ
で は フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を １ msec毎 に 出 力 す る 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず
例 え ば ５ msecや １ ０ msec毎 に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 通 信 部 ３ １ ０ か ら 入 力 さ れ る パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 基 づ
い て 、 こ の パ ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 記 載 さ れ た 後 述 す る デ ー タ 受 信 情 報 と し て の 受 信 完 了 信 号
を 適 宜 認 識 す る 。 そ し て 、 受 信 完 了 信 号 に 記 載 さ れ た 装 置 固 有 情 報 に 基 づ い て 、 受 信 完 了
信 号 を 送 信 し た 装 置 が 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ で あ る こ と を 認 識 す る 。 ま た 、 受 信 完
了 信 号 に 記 載 さ れ た 受 信 フ レ ー ム 情 報 に 基 づ い て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ に て 受 信 さ れ た
フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 認 識 す る 。 そ し て 、 例 え ば フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し た 旨 の
受 信 フ レ ー ム 情 報 が 記 載 さ れ た 受 信 完 了 信 号 を 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら 所 定 時 間 内 に
取 得 で き た か 否 か を 判 断 す る 。 こ の 後 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら 前 記 受 信 完 了 信 号 を 取
得 で き た と 判 断 し た 場 合 に は 、 特 に 処 理 を 実 施 し な い 。 一 方 で 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か
ら 前 記 受 信 完 了 信 号 を 取 得 で き て い な い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を パ
ケ ッ ト 信 号 Ｓ pに 変 換 し て 、 通 信 部 ３ １ ０ へ 再 び 出 力 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７
０ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， … に つ い て も 同 様 の 処 理 を 実 施 し 、 フ レ ー ム デ ー
タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， … を 通 信 部 ３ １ ０ へ 適 宜 出 力 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し
て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 各 種 情 報 が 送 受 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 音 声 再 生 装
置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 同 一 の 構 成 を 有 し て い る た め 、 以 下 に お
い て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら 送 信 さ れ る フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ
を 取 得 し て 、 こ の 取 得 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ に 基 づ い て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 適 宜 出 力
す る 。 そ し て 、 こ の 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 通 信 部 ４ １ ０ と 、 デ ー
タ 記 憶 部 ４ ２ ０ と 、 デ ー タ 再 生 部 ４ ３ ０ と 、 な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 通 信 部 ４ １ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 接 続 さ れ る と と
も に 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ お よ び デ ー タ 再 生 部 ４ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 通 信 部
４ １ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら の 受 信 信 号 Ｓ uを 受 信
し て 、 こ の 受 信 し た 受 信 信 号 Ｓ uに フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ が 記 載 さ れ て い る 場 合 に は 、 こ
の フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を メ モ リ 信 号 Ｓ qに 適 宜 変 換 し て 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ に 出 力 す
る 。 ま た 、 前 記 受 信 し た 受 信 信 号 Ｓ uに Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 が 記 載 さ れ て い る 場 合 に は 、 こ の
Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 再 生 信 号 Ｓ eに 適 宜 変 換 し て 、 デ ー タ 再 生 部 ４ ３ ０ に 出 力 す る 。 ま た 、
通 信 部 ４ １ ０ は 、 デ ー タ 再 生 部 ４ ３ ０ か ら の 再 生 信 号 Ｓ eの 取 得 に よ り 予 め 設 定 さ れ て い
る 出 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 実 施 し 、 受 信 信 号 Ｓ uと し て ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て デ ー
タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ は 、 デ ー タ 再 生 部 ４ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の デ ー タ 記 憶 部 ４ ２
０ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 す る 。 こ の デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ と
し て は 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic Random Access Memory） や Ｓ Ｒ Ａ Ｍ （ Static Random Access
 Memory） な ど が 例 示 で き る 。 ま た 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ 全 体
を 動 作 制 御 す る 各 種 プ ロ グ ラ ム な ど を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 デ ー タ 再 生 部 ４ ３ ０ は 、 各 種 プ ロ グ ラ ム と し て 、 確 認 情 報 生 成 手 段 と し て の Ａ Ｃ Ｋ （ Ac
knowledge） 生 成 手 段 ４ ３ １ と 、 デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ と 、 受 信 情 報 生 成 手 段 、 フ レ ー ム
デ ー タ 受 信 手 段 、 分 割 デ ー タ 取 得 手 段 、 お よ び 、 デ ー タ 生 成 手 段 と し て の 再 生 制 御 手 段 ４
３ ３ と 、 な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段 ４ ３ １ は 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら 送 信 さ れ る Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 取 得
し た こ と を 示 す 情 報 で あ る 、 い わ ゆ る Ａ Ｃ Ｋ を 生 成 す る 。 具 体 的 に は 、 Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段 ４
３ １ は 、 通 信 部 ４ １ ０ か ら 入 力 さ れ る 再 生 信 号 Ｓ eに 基 づ い て 、 こ の 再 生 信 号 Ｓ eに 記 載 さ
れ た Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 認 識 す る 。 そ し て 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 取 得 し た 旨 を 伝 達 す る 情 報 と
、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ を 特 定 す る 装 置 固 有 情 報 と 、 な ど を 有 す る Ａ Ｃ Ｋ を 生 成 す る 。 こ
の 後 、 こ の 生 成 し た Ａ Ｃ Ｋ を 再 生 信 号 Ｓ eに 適 宜 変 換 し て 、 通 信 部 ４ １ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ は 、 例 え ば 図 示 し な い ス ピ ー カ な ど の 発 音 手 段 を 有 す る 。 こ の デ
ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 制 御 さ れ 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 発 音 手 段 か
ら 音 に よ り 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ に 記 憶 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ ， ５ ０
（ ｎ ＋ １ ） ， … に 格 納 さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 適 宜 読 み 出 す
。 そ し て 、 こ の 読 み 出 し た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 結 合 す る 処 理 を
適 宜 実 施 し て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ と し て デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ に 出 力 さ せ る 制 御 を す る 。 具
体 的 に は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ に 記 憶 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０
ｎ ， ５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … を メ モ リ 信 号 Ｓ rと し て 適 宜 読 み 出 す 。 そ し て 、 こ の 読 み 出 し た
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フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ ， ５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … の レ シ ー バ ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｃ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ）
Ｃ ， … に 基 づ い て 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 特 定 し て 適 宜 取 得 す る
。 こ の 後 、 こ れ ら 取 得 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） ， … の セ グ メ ン ト ナ ン
バ ５ ２ ｈ Ｄ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） Ｄ ， … に 示 さ れ た 順 序 に 基 づ い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ，
Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 適 宜 結 合 さ せ て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ と し て デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ に 出
力 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ を 特 定 す る 装 置 固 有 情 報 と 、 例 え
ば フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し た 旨 を 伝 達 す る 受 信 フ レ ー ム 情 報 と 、 な ど を 有 す る 受 信
完 了 信 号 を 生 成 す る 。 こ の 後 、 こ の 生 成 し た 受 信 完 了 信 号 を 再 生 信 号 Ｓ eに 適 宜 変 換 し て
、 通 信 部 ４ １ ０ に 出 力 す る 。 そ し て 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 受
信 し た 旨 を 伝 達 す る 受 信 フ レ ー ム 情 報 な ど が 記 載 さ れ た 受 信 完 了 信 号 を 適 宜 生 成 し て 、 通
信 部 ４ １ ０ に 適 宜 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 映 像 再 生 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ を 介 し て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 各 種 情 報 が 送
受 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 映 像 再 生 装 置 は 、 図 示 し な い 、 通 信 部 と 、 デ ー タ 記 憶 部
と 、 デ ー タ 再 生 部 と 、 な ど を 備 え て い る 。 通 信 部 は 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら 送 信 さ れ
る 映 像 デ ー タ を 取 得 し て 、 デ ー タ 記 憶 部 に 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 さ せ る 。 デ ー タ 再 生 部
は 、 デ ー タ 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 映 像 デ ー タ を 適 宜 読 み 出 し て 映 像 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
〔 Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム の 動 作 〕
　 次 に 、 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の 動 作 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に お い て 、 音
声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ の 遅 延 時 間 Ｄ aが ４ msec、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ の 遅 延 時
間 Ｄ b， Ｄ dが ５ msec、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ の 遅 延 時 間 Ｄ cが ３ msecの 場 合 を 例 示 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ デ ー タ 送 信 装 置 の フ レ ー ム デ ー タ 送 信 処 理 ）
　 ま ず 、 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の 動 作 と し て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の フ レ ー ム デ ー タ ５ ０
ｎ の 送 信 処 理 に つ い て 、 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 デ ー タ 送 信 装 置 の フ レ ー ム デ
ー タ 送 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま ず 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 利 用 者 が 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の 電 源 を オ ン し 、 電 力 を 供 給 す
る 。 こ の 電 力 の 供 給 に よ り 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求
情 報 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る 処 理 、 す
な わ ち ポ ー リ ン グ を 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 な お 、 こ こ で は 、 電 力 が 供 給 さ れ た
直 後 に ポ ー リ ン グ を 実 施 す る 構 成 に つ い て 例 示 す る が 、 こ れ に 限 ら ず 例 え ば 電 力 が 供 給 さ
れ た 直 後 に は ポ ー リ ン グ を 実 施 せ ず 、 例 え ば 利 用 者 に よ り ポ ー リ ン グ を 実 施 す る 旨 を 要 求
す る 設 定 入 力 が さ れ た 際 に ポ ー リ ン グ を 実 施 す る 構 成 な ど と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 後 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら Ａ Ｃ Ｋ を 受 信 で き た か 否 か
を 判 断 す る 処 理 を 適 宜 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら Ａ Ｃ Ｋ を 受 信 で き て い な い と 判
断 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 方 で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら Ａ Ｃ Ｋ を 受 信 で き た と
判 断 し た 場 合 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 ポ ー リ ン グ を 実 施 し て か ら 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ
， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ の そ れ ぞ れ の Ａ Ｃ Ｋ を 取 得 す る ま で の 所 要 時 間 に 基 づ い
て 、 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。 そ し て 、 こ の 演 算 し た 遅 延 時 間 Ｄ zを
遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 さ せ る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 遅 延 時 間 Ｄ zを 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ せ た こ と を
認 識 す る と 、 こ の 記 憶 さ れ た 遅 延 時 間 Ｄ zの う ち の 時 間 が 一 番 長 い も の を 基 準 時 間 Ｄ xと し
て 決 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 こ こ で は 、 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ dの ５ msecを 基 準 時 間 Ｄ x
と し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の 後 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 演 算 さ れ た 遅 延 時 間 Ｄ z、
お よ び 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 決 定 さ れ た 基 準 時 間 Ｄ xに 基 づ い て 、 音 声 再 生 装 置 ４
０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ の 差 分 時 間 Ｔ zを 演 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ）
。 こ こ で は 、 差 分 時 間 Ｔ aは １ msec、 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ dは ０ msec、 差 分 時 間 Ｔ cは ２ msecと
な る 。 そ し て 、 こ の 演 算 し た 差 分 時 間 Ｔ zを 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記
憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 後 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ お よ び パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に
て 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を
生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ に て 、 音 声 デ ー タ Ｓ
Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い た 時 刻 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 出 力 要 求 情
報 を 生 成 す る 。 そ し て 、 こ の 生 成 し た 出 力 要 求 情 報 を 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０
Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ に 出 力 す る 。 こ こ で は 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ に 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 信 号 出 力 基 準 時
刻 か ら １ msec後 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 情 報 と 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｄ に 音 声 デ ー タ
Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｄ を 信 号 出 力 基 準 時 刻 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 情 報 と 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｃ に 音 声 デ
ー タ Ｓ Ｃ を 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら ２ msec後 に 出 力 す る 旨 を 要 求 す る 情 報 と 、 が 記 載 さ れ た
出 力 要 求 情 報 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ は 、 出 力 要 求 情 報 を 取 得 す る と 、 こ の
取 得 し た 出 力 要 求 情 報 に 基 づ い た 時 刻 に 、 音 声 入 力 端 子 ３ ４ ０ Ａ ， ３ ４ ０ Ｂ ， ３ ４ ０ Ｃ ，
３ ４ ０ Ｄ に 入 力 さ れ た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 適 宜
出 力 す る 。 こ こ で は 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ は 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら １ msec後 に 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ
を 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｄ は 信 号 出 力 基 準 時 刻 に 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｄ を 、 遅 延 部 ３
５ ０ Ｃ は 信 号 出 力 基 準 時 刻 か ら ２ msec後 に 音 声 デ ー タ Ｓ Ｃ を 、 そ れ ぞ れ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 遅 延 部 ３ ５ ０ Ａ ， ３ ５ ０ Ｂ ， ３ ５ ０ Ｃ ， ３ ５ ０ Ｄ か ら 音 声 デ
ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 取 得 す る と 、 こ れ ら 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を
取 得 す る 時 刻 に 基 づ い て 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … を 生 成 す る 。 こ こ で は 、 差
分 時 間 Ｔ aが １ msec、 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ dが ０ msec、 差 分 時 間 Ｔ cが ２ msecな の で 、 図 ３ （ Ｂ
） に 示 す よ う な フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … を 生 成 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム 出 力 時
刻 か ら 例 え ば １ msec間 隔 で 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ
， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 後 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０
か ら 所 定 時 間 内 に 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 受 信 し た 旨 が 記 載 さ れ た 受 信 完 了 信 号 を 受 信
で き た か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ に お い て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら 前 記 受 信 完 了 信 号 を 受 信 で き て
い な い と 判 断 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に 戻 る 。 な お 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て
、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 前 記 受 信 完 了 信 号 に 基 づ い て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の う ち
の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 装 置 が 受 信 し て い な い フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 認 識 す る 。 そ
し て 、 こ の 認 識 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０
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Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 再 度 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 一 方 で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ に お い て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０
０ か ら 、 前 記 受 信 完 了 信 号 を 受 信 で き た と 判 断 し た 場 合 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 例 え
ば 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 し て か ら の 時 間 が 、 予 め 設 定 さ れ た 設 定 時 間 Ｔ sで あ る 例 え ば ５ 分 を
経 過 し て い る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ） 。 な お 、 こ こ で は 、 遅 延 時 間 Ｄ zを
演 算 し て か ら の 時 間 が 設 定 時 間 Ｔ sを 経 過 し て い る か 否 か を 判 断 す る 構 成 に つ い て 例 示 し
た が 、 こ れ に 限 ら ず 例 え ば 差 分 時 間 Ｔ zを 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ せ て か ら の 時 間 や
、 ポ ー リ ン グ を 実 施 し て か ら の 時 間 な ど が 、 設 定 時 間 Ｔ sを 経 過 し て い る か 否 か を 判 断 す
る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 設 定 時 間 Ｔ sが ５ 分 で あ る 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 こ れ に
限 ら ず 例 え ば １ ０ 分 や ３ ０ 分 な ど と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 設 定 時 間 Ｔ sを 経 過 し て い な い
と 判 断 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に 戻 る 。 一 方 で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 、 遅 延 量
判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 設 定 時 間 Ｔ sを 経 過 し た と 判 断 し た 場 合 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶
さ れ た 伝 送 時 間 情 報 、 す な わ ち 、 遅 延 時 間 Ｄ zお よ び 差 分 時 間 Ｔ zを 消 去 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
１ １ １ ） 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に 戻 り 、 ポ ー リ ン グ を 再 び 実 施 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 （ 音 声 再 生 装 置 の フ レ ー ム デ ー タ 受 信 処 理 ）
　 次 に 、 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の 動 作 と し て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の フ レ ー ム デ ー タ ５ ０
ｎ の 受 信 処 理 に つ い て 、 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 音 声 再 生 装 置 の フ レ ー ム デ ー
タ 受 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま ず 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段 ４ ３ １ に て
、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら 送 信 さ れ た Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 受 信 、 す な わ ち 、 ポ ー リ ン グ を
受 信 し た こ と を 認 識 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ ） 、 Ａ Ｃ Ｋ を 生 成 す る 。 そ し て 、 こ の 生 成
し た Ａ Ｃ Ｋ を デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。 ま た 、 音 声 再 生 装
置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ も 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ な い し ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ の 処 理 を
実 施 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の 後 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 通 信 部 ４ １ ０ に て
、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら 送 信 さ れ る 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う な フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １
， ５ ０ ２ ， … を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ） 、 こ の 受 信 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ，
５ ０ ２ ， … を デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ に 適 宜 読 み 出 し 可 能 に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ）
。 な お 、 上 述 し た よ う に 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら は フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら １ msec間 隔
で フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … が 送 信 さ れ て い る 。 そ し て 、 遅 延 時 間 Ｄ aは ４ msec
、 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ dは ５ msec、 遅 延 時 間 Ｄ cは ３ msecな の で 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ は フ
レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ３ msec後 に フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は
フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ４ msec後 に フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ
， ４ ０ ０ Ｄ は フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msec後 に フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 す る 。 こ の 後
、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 １ msec毎 に フ レ ー ム デ ー タ
５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， … を 順 次 受 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ し て 、 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２
０ に フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … が 記 憶 さ れ た こ と を 認 識 す る と 、 こ の フ レ ー ム デ
ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … に 格 納 さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ａ ２ ， … を 適 宜 取 得 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ） 。 そ し て 、 受 信 完 了 信 号 を デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る と と も
に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ａ ２ ， … に 基 づ い て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 再 生 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 具 体 的 に は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０
１ ， ５ ０ ２ ， … か ら 、 レ シ ー バ ナ ン バ ５ ２ １ Ｃ ， ５ ２ ２ Ｃ ， … に 基 づ い て 、 パ ケ ッ ト デ ー
タ ５ ２ １ ， ５ ２ ２ ， … を 適 宜 取 得 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う な フ レ ー
ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … を 受 信 し て い る の で 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し た 時 刻
か ら １ msec後 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msec後 に 受 信 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０
２ か ら 、 レ シ ー バ ナ ン バ ５ ２ １ Ｃ に 基 づ い て パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 取 得 す る 。 ま た 、 フ
レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ６ ， ７ ， … msec後 に 受 信 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ ， … か ら
パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ２ ， ５ ２ ３ ， … を 取 得 す る 。 そ し て 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 取 得 し
た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ ， ５ ２ ２ ， … の セ グ メ ン ト ナ ン バ ５ ２ １ Ｄ ， ５ ２ ２ Ｄ ， … に 基 づ
い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ａ ２ ， … を 適 宜 取 得 す る 。 こ の 後 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３
は 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ の 後 端 位 置 に 結 合 す る 処 理 を 適 宜 実 施
す る 。 さ ら に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ３ ， Ｓ Ａ ４ ， … を 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ ， Ｓ Ａ ３ ， …
の 後 端 位 置 に 結 合 す る 処 理 を 適 宜 実 施 す る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ か ら は 、
分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ に 続 い て 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ ， Ｓ Ａ ３ ， Ｓ Ａ ４ ， … が 連 続 的 に 出
力 さ れ る 。 ま た 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し た 旨 、 フ レ ー ム
デ ー タ ５ ０ ２ を 受 信 し た 旨 な ど を 伝 達 す る 受 信 完 了 信 号 を 適 宜 生 成 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３
０ ０ に 適 宜 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 そ し て 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ が 格 納 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ ５
０ ２ を 取 得 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msec後 の 時 刻 か ら 、 さ ら に 例 え
ば 所 定 時 間 Ｕ が 経 過 し た 時 刻 に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ の 先 頭 部 分 で あ る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １
を 音 と し て デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ に 出 力 さ せ る 。 す な わ ち 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 フ レ
ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecお よ び 所 定 時 間 Ｕ が 経 過 し た 時 刻 に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ の 再 生 処 理
を 開 始 す る 。 こ の 後 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ の 後 端 位 置 に 結 合 さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ
２ 、 こ の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ２ の 後 端 位 置 に 結 合 さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ３ な ど を デ ー
タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ に 連 続 的 に 出 力 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ か ら は 音 声
デ ー タ Ｓ Ａ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ も 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ お よ び ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ６ の 処 理 を 実 施 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０
０ Ｄ も 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う な フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … を 受 信 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の た め 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ は 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msec後 に 受 信 し た フ レ ー
ム デ ー タ ５ ０ １ か ら パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ を 取 得 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ６
， ７ ， … msec後 に 受 信 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， … か ら パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ ２
， ５ ３ ３ ， … を 取 得 し 、 こ れ ら 取 得 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ３ ２ ， ５ ３ ３ ， … に 格
納 さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｂ ２ ， Ｓ Ｂ ３ ， … を 結 合 す る 処 理 を 適 宜 実 施 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ は 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ を 受 信 し た 時 刻 か ら ２ msec後 、
す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msec後 に 受 信 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ３ か ら パ ケ ッ ト
デ ー タ ５ ４ １ を 取 得 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ６ ， ７ ， … msec後 に 受 信 し た フ
レ ー ム デ ー タ ５ ０ ４ ， ５ ０ ５ ， … か ら パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ ２ ， ５ ４ ３ ， … を 取 得 し 、 こ れ
ら 取 得 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ ， ５ ４ ２ ， ５ ４ ３ ， … に 格 納 さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｃ
１ ， Ｓ Ｃ ２ ， Ｓ Ｃ ３ ， … を 結 合 す る 処 理 を 適 宜 実 施 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｄ は 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msec後 に 受 信 し た フ レ ー ム
デ ー タ ５ ０ １ か ら パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ５ １ を 取 得 す る 。 そ し て 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ６ ，
７ ， … msec後 に 受 信 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， … か ら パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ５ ２ ，
５ ５ ３ ， … を 取 得 し 、 こ れ ら 取 得 し た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ５ １ ， ５ ５ ２ ， ５ ５ ３ ， … に 格 納
さ れ た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｄ １ ， Ｓ Ｄ ２ ， Ｓ Ｄ ３ ， … を 結 合 す る 処 理 を 適 宜 実 施 す る 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 後 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ と 同 様
に 、 受 信 完 了 信 号 を 適 宜 生 成 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 適 宜 送 信 す る 。 ま た 、 音 声 再 生
装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ４ １ ， ５ ５ １ が 格 納 さ
れ て い る フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ３ ， ５ ０ １ を 取 得 し た 時 刻 す な わ ち フ レ ー ム 出 力 時
刻 か ら ５ msec経 過 し た 時 刻 か ら 、 さ ら に 前 記 所 定 時 間 Ｕ が 経 過 し た 時 刻 に 、 音 声 デ ー タ Ｓ
Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 先 頭 部 分 で あ る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ 、 Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 音 と し て デ ー
タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ に 出 力 さ せ る 。 す な わ ち 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か
ら ５ msecお よ び 所 定 時 間 Ｕ が 経 過 し た 時 刻 に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 再 生 処 理 を
開 始 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の 後 、 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２
０ に 記 憶 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， … を 適 宜 消 去 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ）
。 そ し て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段 ４ ３ １ に て 、 ポ ー リ ン グ を 再 度 受 信
し た か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ に お い て 、 ポ ー リ ン グ を 受 信 し た と 判 断 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２
に 戻 り 、 Ａ Ｃ Ｋ を 生 成 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３
な い し ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ の 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 一 方 で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ に お い て 、 ポ ー リ ン グ を 受 信 し て い な い と 判 断 し た 場 合 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に 戻 り 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 通 信 部 ４ １ ０ に て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３
０ ０ か ら 送 信 さ れ る フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 受 信 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ な い し
ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ の 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ も 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ お よ び ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ８ の 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 上 述 し た よ う な 実 施 の 形 態 で は 、 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延
量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ の 遅 延 時 間 Ｄ aを 例 え ば ４ msecと 、 音 声 再 生
装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ の 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ dを 例 え ば ５ msecと 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ の
遅 延 時 間 Ｄ cを 例 え ば ３ msecと 演 算 す る 。 そ し て 、 遅 延 時 間 Ｄ zに 基 づ い て 、 音 声 再 生 装 置
４ ０ ０ Ａ の 差 分 時 間 Ｔ aを １ msecと 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ の 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ
dを ０ msecと 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ の 差 分 時 間 Ｔ cを ２ msecと 演 算 す る 。 こ の 後 、 遅 延 量
制 御 部 ３ ６ ０ に て 、 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 出 力 要 求 情 報 を 生 成 す る 。 そ し て 、 遅 延 処 理
部 ３ ５ ０ お よ び パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 出 力 要 求 情 報 に 基 づ い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ
Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 遅 延 さ せ て 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ へ 送 信 す る 。 具 体 的 に
は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ dで あ る ０ msecだ け
経 過 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 に 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｄ １ が 格 納 さ れ
た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ５ １ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ へ 送 信 す る 。 ま た 、
フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 差 分 時 間 Ｔ aで あ る １ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ
１ が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ へ 送 信 す る 。 さ ら に 、 フ レ
ー ム 出 力 時 刻 か ら 差 分 時 間 Ｔ cで あ る ２ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｃ １ が
格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ に パ ケ ッ ト デ ー
タ ５ ３ １ ， ５ ５ １ を 送 信 し た 時 刻 か ら 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ dの ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な
わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ５ １
を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 送
信 し た 時 刻 か ら 遅 延 時 間 Ｄ aの ４ msecだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か
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ら ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に
、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 送 信 し た 時 刻 か ら 遅 延 時 間 Ｄ cの ３ m
secだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 、 パ
ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声
再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecだ け
経 過 し た 時 刻 に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ ， ５ ３ １ ， ５ ４ １ ， ５ ５ １ に 格 納 さ れ た 分 割 音 声
デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー
タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 先 頭 部 分 で あ る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ
Ｄ １ を 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ に て 、 Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か
ら 入 力 さ れ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 取 得 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３
７ ０ に て 、 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ に お い て 取 得 し た 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ
の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ を 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 適 宜 送 信
す る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 記 憶 す
る 記 憶 手 段 を 設 け る 必 要 が な く な る の で 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の コ ス ト 削 減 や 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 演 算 し た 遅 延 時 間 Ｄ zを 記 憶 す る 遅
延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ を 設 け て い る 。 そ し て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ お
よ び パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 遅 延 時 間 Ｄ zか ら 演 算
さ れ る 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 遅 延
さ せ て 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 適 宜 送 信 す る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 例 え
ば 新 し い 楽 曲 の 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ
Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 送 信 す る 際 に も 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 遅 延 時 間 Ｄ zか ら 演 算
さ れ る 差 分 時 間 Ｔ zを 用 い る こ と が で き 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 新 た に 遅 延 時 間 Ｄ zを 演
算 す る 処 理 を 省 略 で き る 。 し た が っ て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １
を 送 信 す る 処 理 を よ り 迅 速 に で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 し て か ら 予 め
設 定 さ れ た 設 定 時 間 Ｔ sを 経 過 し た か 否 か を 判 断 し 、 経 過 し て い る と 判 断 し た 場 合 に 、 遅
延 時 間 Ｄ zを 再 演 算 す る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延 時 間 Ｄ zが 変 化 し た 場
合 で も 、 再 演 算 し た 適 切 な 遅 延 時 間 Ｄ zか ら 演 算 さ れ る 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 、 分 割 音 声
デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 遅 延 さ せ て 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 適 宜 送 信 で
き る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０
Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ
る 処 理 を 、 よ り 適 切 に 実 施 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 遅 延 時 間 Ｄ zが 変 化 す る 原 因 と し
て は 、 例 え ば ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ が 無 線 媒 体 で あ る 構 成 に お い て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０
と 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ と の 間 に 異 物 が 配 置 さ れ 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 伝 送 経
路 が 変 化 す る こ と が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 生 成 し て 全 音 声
再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る 。 そ し て 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 送 信 し て か ら Ａ Ｃ Ｋ を 取 得 す る ま
で の 所 要 時 間 か ら 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 す る 。 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４
０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段 ４ ３ １ に て 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 取 得 す る と 、 Ａ Ｃ Ｋ
を 生 成 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る 。 こ の た め 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 Ａ Ｃ Ｋ
要 求 情 報 を 生 成 し て 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 し た 後 、 Ａ Ｃ Ｋ を 取 得 す る ま で の 所 要 時
間 を 認 識 す る だ け の 簡 単 な 方 法 で 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 で き る 。 し た が っ て 、 遅 延 時 間 Ｄ zを
演 算 す る 処 理 を よ り 迅 速 に で き る 。 ま た 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
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【 ０ ０ ９ ７ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 受 信 し
た 旨 を 伝 達 す る 受 信 完 了 信 号 を 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら 受 信 し た か 否 か を 判 断 し 、 受 信
で き て い な い と 判 断 し た 場 合 に 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 再 送 信 す る 。 ま た 、 音 声 再 生 装
置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 フ レ ー ム デ ー
タ ５ ０ ｎ を 受 信 す る と 、 受 信 完 了 信 号 を 生 成 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る 。 こ の
た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ
の 装 置 が 受 信 で き な か っ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 再 送 信 す る の で 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０
０ に 全 て の フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 確 実 に 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 全 て の 分
割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ を 受 信 さ せ る こ と が で き る の で 、 音 声 デ ー
タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 途 切 れ な く 出 力 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 遅 延 時 間 Ｄ zか ら 演 算 さ れ る 差
分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ が 格 納 さ れ た パ
ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ４ ｋ を 適 宜 組 み 込 ん だ フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ ，
５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … を 生 成 し て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る 。 そ し て 、 例 え ば 音 声
再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら 送 信 さ れ る フ
レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ ， ５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … を 取 得 し て 、 こ れ ら 取 得 し た フ レ ー ム デ ー タ ５
０ ｎ ， ５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … か ら パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 特 定 す る 。
こ の 後 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） ， … に 格 納 さ れ
た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 取 得 す る 。 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ
， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に も 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ と 同 様 の 機 能 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に よ る １ 回 の フ レ ー ム デ ー
タ ５ ０ ｎ の 送 信 で 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 分 割 音 声 デ
ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ を そ れ ぞ れ 同 時 に 適 宜 取 得 さ せ る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ
５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 別 々 に 送 信 す る 構 成 と 比 べ て 、 デ ー タ を 送 信 す る 回 数
を 減 ら す こ と が で き 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ の 負 荷 を 軽 減 で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 複 数 に 分 割 し た
分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ が 組 み 込 ま れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を
全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る 。 そ し て 、 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 フ レ ー ム デ
ー タ ５ ０ ｎ ， ５ ０ （ ｎ ＋ １ ） ， … か ら 取 得 し た 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ，
… を 結 合 し て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ と し て デ ー タ 出 力 手 段 ４ ３ ２ か ら 出 力 さ せ る 。 ま た 、 音 声
再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に も 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ と 同 様 の 機 能 を 設 け
て い る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 複 数
に 分 割 し て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る の で 、 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ が 分 割
音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ が 格 納 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 受 信 し て い な い こ と を 認 識 し た 場
合 、 こ の 認 識 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の み を 再 送 信 す る だ け で 適 切 に 対 応 で き る 。 し た
が っ て 、 前 記 状 況 を 認 識 し た 際 に 再 送 信 す る デ ー タ 量 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 ま
た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ か ら １ 回 当 た り に 送 信 す る デ ー タ 量 を 少 な く で き る の で 、 例 え
ば ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ０ が 混 雑 し て い る 状 況 に お い て も 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 音 声 デ ー
タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 迅 速 に 送 信 で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ は 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 例 え ば パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２
ｈ の セ グ メ ン ト ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｄ に 基 づ い て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ に お け る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ
ｈ の 順 序 を 認 識 す る 。 そ し て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 、 前 記 認 識
し た 順 序 に 結 合 さ せ て 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 生 成 す る 。 こ の た め 、 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ は 、 パ
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ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ の セ グ メ ン ト ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｄ を 参 照 す る だ け の 簡 単 な 方 法 で 、 分 割 音
声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … か ら 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 生 成 で き る 。 し た が っ て 、 分
割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … か ら 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 生 成 す る 処 理 を よ り 迅 速
に で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
〔 実 施 形 態 の 変 形 〕
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 各 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 目 的 を 達
成 で き る 範 囲 で 以 下 に 示 さ れ る 変 形 を も 含 む も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 、 Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か ら 入 力 さ れ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ，
Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 取 得 す る 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ を 設 け た 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 例 え ば
以 下 の よ う な 構 成 な ど と し て も よ い 。 す な わ ち 、 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ を 設 け ず に 、 例
え ば Ａ Ｖ デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 設 け 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 記 憶 手 段 に 記 憶 さ
れ た Ａ Ｖ デ ー タ の 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す る
構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 と 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３
４ ０ と を 接 続 す る 処 理 を 省 略 で き る の で 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 利 便 性 を 高 め る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 、 遅 延 時 間 Ｄ zを 記 憶 す る 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ を 設 け た 構 成 に
つ い て 例 示 し た が 、 例 え ば 以 下 の よ う な 構 成 と し て も よ い 。 す な わ ち 、 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２
０ を 設 け ず に 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ お よ び パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 例 え ば 新 し い 楽 曲 の 音
声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ が 組 み 込 ま れ た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 す る 処 理 を
実 施 す る 毎 に 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 し 、 こ の 演 算 し た 遅 延 時 間 Ｄ z
に 基 づ い て フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 す る 構 成 な ど と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す
れ ば 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 遅 延 量 記 憶 部 ３ ２ ０ を 設 け る 必 要 が な く な る の で 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き る 。 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の コ ス ト 削 減 や 小 型
化 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 最 新 の 遅 延 時 間 Ｄ zに 基 づ い
て フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 し て 送 信 す る の で 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４
０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 同 一 時 刻 に 出 力
さ せ る 処 理 を 、 よ り 適 切 に 実 施 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 し て か ら 設 定 時
間 Ｔ sが 経 過 し た 際 に 遅 延 時 間 Ｄ zを 再 演 算 す る 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 例
え ば 以 下 の よ う な 構 成 な ど と し て も よ い 。 す な わ ち 、 例 え ば １ つ や 複 数 の 楽 曲 の 音 声 デ ー
タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 送 信 が 終 了 す る 毎 に 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 す る 構 成 と し て も よ
い 。 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ は 、 計 時 手 段 か ら 現 在 時 刻 を 適 宜 取 得
す る 必 要 が な く な る の で 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ の 負 荷 を 軽 減 で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 遅 延 時 間 Ｄ zを １ 回 演 算 し た 後 、 例 え ば 電 源 が オ フ さ れ 再 び オ ン さ れ る ま で 、
遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 し な い 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 遅 延 量 判 定 部 ３
３ ０ に 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 さ せ る 回 数 を 減 ら す こ と が で き る の で 、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ の
負 荷 を 軽 減 で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 送 信 し て か ら Ａ Ｃ
Ｋ を 受 信 す る ま で の 所 要 時 間 か ら 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 す る 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 こ れ
に 限 ら ず 例 え ば 以 下 の よ う な 構 成 な ど と し て も よ い 。 す な わ ち 、 例 え ば 利 用 者 に デ ー タ 送
信 装 置 ３ ０ ０ か ら 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ ま で の 距 離 や 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ と 全 音 声 再
生 装 置 ４ ０ ０ と を 接 続 す る 有 線 媒 体 の 長 さ な ど を 設 定 入 力 さ せ 、 こ の 設 定 入 力 さ れ た 値 か
ら 遅 延 時 間 Ｄ zを 演 算 す る 構 成 な ど と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 遅 延 量 判 定
部 ３ ３ ０ に 、 Ａ Ｃ Ｋ 要 求 情 報 を 生 成 し て 送 信 す る 機 能 を 設 け る 必 要 が な く な る 。 ま た 、 全
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音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 、 Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段 ４ ３ １ を 設 け る 必 要 が な く な る 。 こ の た め 、 デ ー
タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ お よ び 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ か ら 受 信 完 了
信 号 を 受 信 し て い な い と 判 断 し た 場 合 に 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の う ち の 少 な く と も い ず
れ か １ つ の 装 置 が 受 信 し て い な い フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 再 送 信 す る 機 能 を 設 け た 構 成 に
つ い て 例 示 し た が 、 こ の よ う な 機 能 を 設 け な い 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す れ
ば 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 、 受 信 完 了 信 号 を 受 信 し た か 否 か を 認 識 し て フ レ ー ム デ ー タ
５ ０ ｎ を 再 送 信 す る 機 能 を 設 け る 必 要 が な く な る 。 ま た 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の 再 生 制
御 手 段 ４ ３ ３ に 、 受 信 完 了 信 号 を 生 成 し て デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 送 信 す る 機 能 を 設 け る
必 要 が な く な る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ お よ び 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の 構 成 を
簡 略 化 で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 例 え ば 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ の 再 生 制 御 手 段 ４ ３ ３ に て 、 例 え ば パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ
， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） ， … の セ グ メ ン ト ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｄ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） Ｄ ， … に 基 づ い て 、
分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … の 順 序 を 認 識 す る 。 そ し て 、 こ の 認 識 し た 順
序 に 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 結 合 さ せ て 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 生 成 す る
構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 例 え ば 以 下 の よ う な 構 成 な ど と し て も よ い 。 す な わ ち 、 例 え ば
パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ２ （ ｈ ＋ １ ） ， … が 、 デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 順 序 に
基 づ い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ａ （ ｈ ＋ １ ） ， … を 結 合 さ せ て 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ を 生
成 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 例 え ば パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ に セ グ
メ ン ト ナ ン バ ５ ２ ｈ Ｄ を 格 納 す る 必 要 が な く な る の で 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ の デ ー タ 量
を 減 ら す こ と が で き る 。 こ の た め 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ の 生 成 処 理 お よ び 送 信 処 理 を よ
り 迅 速 に で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に て 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 複 数 の 分 割 音
声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ に 分 割 し て 、 こ れ ら 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ
Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ を 格 納 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ に 送 信 す
る 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 例 え ば 以 下 の よ う な 構 成 な ど と し て も よ い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 す な わ ち 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ を 設 け ず に 、 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 遅 延 さ れ て 遅 延
処 理 部 ３ ５ ０ か ら 出 力 さ れ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 音
声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 直 接 的 に 送 信 す る 構 成 と し て も よ
い 。 こ の よ う な 構 成 に し て も 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 上 記 実 施 の 形 態 と 略 同 一 の 作 用
に よ り 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ
Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 同 一 時 刻 に 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０
は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ，
Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に パ ケ ッ
ト 生 成 部 ３ ７ ０ を 設 け る 必 要 が な く な る の で 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き
る 。 さ ら に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ が 格 納 さ れ た フ レ ー ム デ ー
タ ５ ０ ｎ を 送 信 す る 構 成 と 比 べ て 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ が 受 信 す る デ ー タ 量 を 減 ら す こ
と が で き る 。 こ の た め 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ の 容 量 を 小 さ く で き
る の で 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の コ ス ト 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を
フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ に 組 み 込 ま ず に 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４
０ ０ Ｄ に 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 差 分 時 間
Ｔ zに 基 づ い て 遅 延 さ せ て 送 信 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に し て も 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 上 記 実 施 の 形 態 と 略 同 一 の 作 用 に よ り 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０
０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ を 同 一 時
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刻 に 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０
Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 先 頭 部 分 で
あ る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る こ と が で き
る 。 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５
３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 組 み 込 ん だ フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 す る 機 能 を 設 け る 必 要 が
な く な る の で 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き る 。 さ ら に 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３
７ ０ に て 、 フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 す る 処 理 を 省 略 で き る の で 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２
ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 送 信 す る 処 理 を よ り 迅 速 に で き る 。 ま た 、 パ ケ ッ ト デ ー タ
５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ と し て 送 信 す る 構 成 と 比 べ て 、
全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ が 受 信 す る デ ー タ 量 を 減 ら す こ と が で き る 。 こ の た め 、 全 音 声 再 生
装 置 ４ ０ ０ の デ ー タ 記 憶 部 ４ ２ ０ の 容 量 を 小 さ く で き る の で 、 全 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ の コ
ス ト 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 Ａ Ｖ デ ー タ 出 力 機 器 か ら 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ を 介 し て 入 力 さ れ る 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ，
Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ に て 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 遅 延 さ せ て パ ケ ッ ト
生 成 部 ３ ７ ０ に 出 力 す る 構 成 に つ い て 例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 例 え ば 以 下 の よ う な 構 成
な ど と し て も よ い 。 す な わ ち 、 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ を 設 け ず に 、 音 声 デ ー タ 入 力 部 ３ ４ ０ と
パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ と を 直 接 的 に 接 続 す る 。 ま た 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ と パ ケ ッ ト 生 成
部 ３ ７ ０ と を 接 続 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ に て 生 成
さ れ た 出 力 要 求 情 報 を 取 得 さ せ 、 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ
， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 適 宜 組 み 込 ん だ フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 さ せ て 、 全 音 声 再 生 装 置
４ ０ ０ に 送 信 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に 、 フ レ ー ム デ ー タ
５ ０ ｎ を 生 成 す る 機 能 を 設 け ず に 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０
Ｄ に 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 差 分 時 間 Ｔ z
に 基 づ い て 遅 延 さ せ て 送 信 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ れ ら の よ う な 構 成 に し て も 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 上 記 実 施 の 形 態 と 略 同 一 の 作 用 に よ り 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０
０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ を 同 一 時
刻 に 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０
Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 先 頭 部 分 で
あ る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る こ と が で き
る 。 ま た 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ に 遅 延 処 理 部 ３ ５ ０ を 設 け る 必 要 が な く な る の で 、 デ ー
タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４
０ ０ Ｄ の そ れ ぞ れ か ら 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ に つ い て 例 示 し た が 、 こ
れ に 限 ら ず 例 え ば 以 下 の よ う な 構 成 な ど と し て も よ い 。 す な わ ち 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０
の 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ の 遅
延 時 間 Ｄ zに 加 え 、 映 像 再 生 装 置 の 遅 延 時 間 Ｄ eを 演 算 す る 。 次 に 、 遅 延 量 制 御 部 ３ ６ ０ に
て 、 遅 延 時 間 Ｄ eお よ び 遅 延 時 間 Ｄ zに 基 づ い て 出 力 要 求 情 報 を 生 成 す る 。 そ し て 、 遅 延 処
理 部 ３ ５ ０ お よ び パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ な ど に て 、 出 力 要 求 情 報 に 基 づ い て 、 映 像 デ ー タ
を 複 数 に 分 割 し た 分 割 映 像 デ ー タ が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ 、 お よ び 、 パ ケ ッ ト デ ー タ
５ ２ ｈ ， ５ ３ ｉ ， ５ ４ ｊ ， ５ ５ ｋ を 適 宜 組 み 込 ん だ フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 生 成 す る 。 こ
の 後 、 生 成 し た フ レ ー ム デ ー タ ５ ０ ｎ を 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ，
４ ０ ０ Ｄ 、 お よ び 、 映 像 再 生 装 置 に 送 信 す る 構 成 な ど と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す
れ ば 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ 、 お よ び 、 映 像 デ ー タ を 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０
Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ お よ び 映 像 再 生 装 置 か ら 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る こ と が
で き る 。 こ の た め 、 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の 汎 用 性 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 を 、 デ ー タ 送 信 装 置 と し て の 制 御 信 号 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る デ ー タ と し
て の 制 御 信 号 を 、 複 数 の 出 力 装 置 と し て の 制 御 装 置 か ら 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る 構 成 に 適 用
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し て も よ い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 上 述 し た 各 機 能 を プ ロ グ ラ ム と し て 構 築 し た が 、 例 え ば 回 路 基 板 な ど の ハ ー ド ウ ェ ア あ
る い は １ つ の Ｉ Ｃ （ Integrated Circuit） な ど の 素 子 に て 構 成 す る な ど し て も よ く 、 い ず
れ の 形 態 と し て も 利 用 で き る 。 な お 、 プ ロ グ ラ ム や 別 途 記 録 媒 体 か ら 読 み 取 ら せ る 構 成 と
す る こ と に よ り 、 取 扱 が 容 易 で 、 利 用 の 拡 大 が 容 易 に 図 れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 そ の 他 、 本 発 明 の 実 施 の 際 の 具 体 的 な 構 造 お よ び 手 順 は 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 で き る 範
囲 で 他 の 構 造 な ど に 適 宜 変 更 で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
〔 実 施 の 形 態 の 作 用 効 果 〕
　 上 述 し た よ う に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 再 生 シ ス テ ム １ ０ ０ の デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は
、 遅 延 量 判 定 部 ３ ３ ０ に て 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ の 遅 延 時 間 Ｄ aを 例 え ば ４ msecと 、 音
声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ の 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ dを 例 え ば ５ msecと 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０
０ Ｃ の 遅 延 時 間 Ｄ cを 例 え ば ３ msecと 演 算 す る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ に て 、 遅
延 時 間 Ｄ zか ら 演 算 さ れ る 差 分 時 間 Ｔ zに 基 づ い て 、 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ
１ ， Ｓ Ｄ １ を 遅 延 さ せ て 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ へ 送 信 す
る 。 具 体 的 に は 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ７ ０ は 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 差 分 時 間 Ｔ b， Ｔ dで あ
る ０ msecだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 に 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｄ
１ が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ５ １ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ へ 送 信
す る 。 ま た 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 差 分 時 間 Ｔ aで あ る １ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 分 割 音
声 デ ー タ Ｓ Ａ １ が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ へ 送 信 す る 。
さ ら に 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら 差 分 時 間 Ｔ cで あ る ２ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 分 割 音 声 デ
ー タ Ｓ Ｃ １ が 格 納 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ へ 送 信 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 こ の た め 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｄ に パ ケ ッ ト デ ー
タ ５ ３ １ ， ５ ５ １ を 送 信 し た 時 刻 か ら 遅 延 時 間 Ｄ b， Ｄ dの ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な
わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ３ １ ， ５ ５ １
を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 送
信 し た 時 刻 か ら 遅 延 時 間 Ｄ aの ４ msecだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か
ら ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に
、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ｃ に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 送 信 し た 時 刻 か ら 遅 延 時 間 Ｄ cの ３ m
secだ け 経 過 し た 時 刻 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecだ け 経 過 し た 時 刻 に 、 パ
ケ ッ ト デ ー タ ５ ４ １ を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 デ ー タ 送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声
再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 フ レ ー ム 出 力 時 刻 か ら ５ msecだ け
経 過 し た 時 刻 に 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ５ ２ １ ， ５ ３ １ ， ５ ４ １ ， ５ ５ １ に 格 納 さ れ た 分 割 音 声
デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ Ｄ １ を 受 信 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 デ ー タ
送 信 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 声 再 生 装 置 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ に 、 音 声 デ ー
タ Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ の 先 頭 部 分 で あ る 分 割 音 声 デ ー タ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ｂ １ ， Ｓ Ｃ １ ， Ｓ
Ｄ １ を 同 一 時 刻 に 出 力 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 実 施 の 形 態 に お け る デ ー タ 送 信 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 実 施 の 形 態 に お け る デ ー タ 送 信 装 置 か ら 送 信 さ れ る フ レ ー ム デ ー タ の 概 略 構
成 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 差 分 時 間 Ｔ zが 全 て ０ msecの 場 合 に お け る フ レ ー ム デ ー
タ の 生 成 処 理 を 示 す 概 念 図 、 （ Ｂ ） は 差 分 時 間 Ｔ zの う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ が ０ m
secで な い 場 合 に お け る フ レ ー ム デ ー タ の 生 成 処 理 を 示 す 概 念 図 。
【 図 ４ 】 前 記 実 施 の 形 態 に お け る フ レ ー ム デ ー タ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 前 記 実 施 の 形 態 に お け る 音 声 再 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 前 記 実 施 の 形 態 に お け る デ ー タ 送 信 装 置 の フ レ ー ム デ ー タ 送 信 処 理 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 前 記 実 施 の 形 態 に お け る 音 声 再 生 装 置 の フ レ ー ム デ ー タ 受 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ １ 】
　 　 ５ ０ ｎ 　 　 フ レ ー ム デ ー タ
　 　 ５ ２ ｈ Ｄ 　 順 序 情 報 と し て の セ グ メ ン ト ナ ン バ
　 １ ０ ０ 　 　 　 デ ー タ 処 理 シ ス テ ム と し て の Ａ Ｖ デ ー タ 再 生 シ ス テ ム
　 ２ ０ ０ 　 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク
　 ３ ０ ０ 　 　 　 デ ー タ 送 信 装 置
　 ３ ２ ０ 　 　 　 記 憶 手 段 と し て の 遅 延 量 記 憶 部
　 ３ ３ ０ 　 　 　 伝 送 時 間 演 算 手 段 と し て の 遅 延 量 判 定 部
　 ３ ４ ０ 　 　 　 デ ー タ 取 得 手 段 と し て の 音 声 デ ー タ 入 力 部
　 ３ ６ ０ 　 　 　 送 信 制 御 手 段 と し て の 遅 延 量 制 御 部
　 ３ ７ ０ 　 　 　 分 割 デ ー タ 生 成 手 段 と し て の パ ケ ッ ト 生 成 部
　 ４ ０ ０ Ａ ， ４ ０ ０ Ｂ ， ４ ０ ０ Ｃ ， ４ ０ ０ Ｄ 　 　 出 力 装 置 と し て の 音 声 再 生 装 置
　 ４ ３ １ 　 　 　 確 認 情 報 生 成 手 段 と し て の Ａ Ｃ Ｋ 生 成 手 段
　 ４ ３ ２ 　 　 　 デ ー タ 出 力 手 段
　 ４ ３ ３ 　 　 　 受 信 情 報 生 成 手 段 、 フ レ ー ム デ ー タ 受 信 手 段 、 分 割 デ ー タ 取 得 手 段 、 お よ
び 、 デ ー タ 生 成 手 段 と し て の 再 生 制 御 手 段
　 Ｄ a， Ｄ b， Ｄ c， Ｄ d， Ｄ m　 　 伝 送 時 間 と し て の 遅 延 時 間
　 Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ ， Ｓ Ｃ ， Ｓ Ｄ 　 　 デ ー タ と し て の 音 声 デ ー タ
　 Ｓ Ａ ｈ ， Ｓ Ｂ ｉ ， Ｓ Ｃ ｊ ， Ｓ Ｄ ｋ 　 　 分 割 デ ー タ と し て の 分 割 音 声 デ ー タ
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